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	日 程
	時　間
	テ　―　マ

	
	10月１１日

（日）
	13:00～17:30
	初日も２日目も、私自身が考えていることを講義として提示しつつ、提出していただいたケースを織りまぜながら進めてゆきたいと考えています。

	
	10月１２日

（月・祝日）
	 9:00～12:00
	同　    上

	
	
	12:00～13:00
	昼　　食（各自でおとりください）

	
	
	13:00～16:00
	事例検討・講義ほか






＊＊＊企画講師（敬称略）：田中 千穂子 ／ 花クリニック　臨床心理士、文学博士＊＊＊








№15306








※ 講義の途中、１～２時間の単位で、適宜休憩時間を入れます。


※ 事例提出用紙につきましては、事務局にお問合せ願います。（HPの申込書欄から取りだせます）


※ 要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。








子ども・専門講座6





人の成長発達を関係性という視点から捉える、という試みでこの講座をスタートさせて９年目です。毎年、私自身の講義と、みなさまから提供していただいたケースを一緒に検討していゆくスタイルで行っています。今年は、「子どもが自分をつくるために」というテーマで、私が考えていることを取り上げてみたいと考えました。


私たちはこの世にオギャーと生まれてから、親や社会との関係のなかで、さまざまな体験を通して「自分らしさ」というものを見つけ、自分らしく生きることのできる自分をつくってゆきます。それはもちろん、一生をかけた営みですが、子ども時代はその基礎工事が行われる大切な時期です。子どもが自分らしさを育てていくということは、子どもがひとりで勝手にできることではありません。「この子はどんなこと、どんなものに目を輝かせるのか？」といったことに気づくことにはじまり、親やおとなが「ていねいなまなざしで、ゆっくりじっくりと子どもを見守る」姿勢がないと、子どもが自分らしさを育てる歩みを進めることは困難です。近年顕著になっている、個々人がもっている発達のかたよりをどのように調整してゆくかも、子どもだけの力ではむずかしいのです。


しかし、そういう子どもの自分づくりをうまく手助けすることができない親やおとなが増えているように思われます。親やおとなの子どもへの関わりが、相互性を失い、一方的なものになってきており、そのために一層、うまく自分づくりをすることができない子どもが増えているという感触が私のなかに起こっています。もしそうだとしたら、私たちはどのようにしたらよいのでしょうか。この、どのように親と子の関係をつなぎ、育てていったらよいのかということを、そもそも「自分づくり」とはどのようなことかを含め、考える時間としてみたいと思います。


この「自分づくり」というテーマは、ひろく言えばどのような子どものケースにもあてはめられるといえるでしょう。親からの視点でも、子どもからの視点でも結構ですので、さまざまなケースを募集します。それらを持ち寄り、みんなでどのようにしていったらよいか、考えてみたいと思います。


　                                                                   ≪田中　千穂子≫





期　　日：２０15年１0月１1日（日）～１2日（月・祝日）


対　　象：臨床心理士・看護師・保健師・保育士・相談員・教師など、医療や福祉・教育・相談・


　　　子育て支援などに携わっている専門家、大学院生、および関心のある方々


定　　員：５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料：１２,０００円（税込み）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団 講義室　　※ 詳細地図は受講証に添付いたします


東京都豊島区高田３-１９-１０　  　03-3986-7021


ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分





関係を育てる心理臨床


子どもが「自分をつくる」ために


～親やおとなができること～

















